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第２版にあたって 
 
牛用ワクチンを収載した「動物用ワクチン利用の手引き（牛用ワクチン編）」については、

平成 30 年３月に発刊した「同（牛用ウイルスワクチン編）」に細菌等ワクチン（トキソイド

を含む。）を追加収載し、「第１ 牛の感染症とその予防」、「第２ 生ワクチン及び不活化ワク

チンの特徴等」及び「第３ 牛用ワクチン（「１ ワクチン一覧の解説（利用にあたって）」及

び「２ ワクチン一覧」）」の構成で平成 31 年３月に発刊しました（収載製剤数 25、品目数 
32）。 
このうちの「第３ 牛用ワクチン」の「２ ワクチン一覧」について、発刊後の新たに製造

販売承認を取得した品目及び既収載品目での有用な情報の追加、製造販売中止による品目

の削除、「表 ワクチン一覧におけるワクチンと含有するウイルス・細菌の名称一覧」の追加、

これらに伴う関連項目の修正等整備を行い、「第３ 牛用ワクチン改訂版」（以下「「改訂版」

という。」として令和３年３月に発刊しました（収載製剤数 25、品目数 31）。  
今般、改訂版発刊後における市販牛用ワクチンについて直近の内容に整備するとともに

使用上の注意等の情報公表方法を変更（添付文書から注意事項等情報（ＱＲコード等の二次

元コードの読取り）する医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法

律の改正（令和３年８月）により関係する記載の整備を行ったことから第２版として発刊す

るものです（収載製剤数 25、品目数 30）。 
引続き、本手引きを適切な飼養衛生管理のため地域、飼育場（農家）ごとの感染症対策に 

おける衛生管理プログラム作成の一助としてご活用願います。  
最後に、本手引きは、令和３年度動物用ワクチン等保管事業（農林水産省補助事業）にお 

いて作成されたものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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第２版における主な変更（修正）内容等について 

 

１ 「第１ 牛の感染症とその予防」 

 使用上の注意等の情報公表の方法が添付文書から注意事項等情報に変更されたことによ

る記載の整備 

 

２ 「第３ 牛用ワクチン」 

（１）「１ ワクチン一覧の解説（利用にあたって）」 

 ア 「ワクチン一覧」における収載品目の削除に伴う記載の整備 

イ 使用上の注意等の情報公表の方法が添付文書から注意事項等情報に変更されたこと

による記載の整備 

ウ Web サイト名の修正 

エ 承認申請書等の記載内容変更に伴う記載の整備等 

 

（２）「２ ワクチン一覧」 

ア  記載内容の変更等（（  ）は主たる変更内容） 

（ア）「ティーエスブイ２」（ｐ８）（連続注射器使用に伴う使用上の注意における記載の

追加） 

（イ）「ティーエスブイ３」（ｐ10）（連続注射器使用に伴う使用上の注意における記載の

追加） 

（ウ）「ボビバックＢ５」（ｐ12）、「ストックガード５」（ｐ12）、「“京都微研„キャトルウ

ィン５Ｋ」（ｐ12）、「“京都微研„牛５種混合生ワクチン」（ｐ12）、「「“京都微研„カー

フウィン６」（ｐ13）及び「「“京都微研„キャトルウィン－６」（ｐ13）（効能・効果に

おける疾病名の変更（牛ウイルス性下痢-粘膜病→牛ウイルス性下痢）） 

イ 削除品目 

「アカバネ病生ワクチン「ＫＭＢ」」の１品目 

 ウ 品目の削除に伴う「 表 ワクチン一覧におけるワクチンと含有するウイルス・細菌の

名称一覧」（ｐ23）の整備 

 

－ ii －



第１ 牛の感染症とその予防 

 

酪農・肉用牛経営を安定化するためには、疾病特に感染症による損耗を防止することが重

要です。 

感染症は、ウイルス、細菌又は原虫等の病原微生物が感染し、体内で増殖することにより

発病します。また、その発病の誘因としては、飼育管理の失宜、環境不良、密飼い、輸送の

ストレス、初乳給与の不足等が関係します。 

したがって、感染症の発生状況、症状、事故率は、病原微生物の病原性や牛の健康状態等

種々の条件及びこれらを取り巻く環境と、衛生管理の良否により大きく左右されます。 

こうした感染症の発生を予防するには、①感染源の排除、②感染経路の遮断及び③宿主の

感染防御能の強化が必要で、そのためには、家畜伝染病予防法に規定された「飼養衛生管理

基準」を遵守するとともに、以下の事項に十分留意して計画的に飼養衛生管理を徹底するこ

とが重要です。 

 

 1 導入牛の選定 

肥育用素牛、繁殖候補牛又は妊娠牛を導入する際には、その地域及び飼育場における感

染症発生の有無及び個体の健康状態の良否を観察し、牛伝染性鼻気管炎、牛パラインフル

エンザ等のワクチン注射済みのものを選定しましょう。  

 

２ 飼育環境の改善  

牛舎及びその周辺の清掃、糞尿の適切な処理及び悪臭防止対策を励行しましょう。また、

施設に見合った消毒法を確立し、それに基づいて消毒を励行しましょう。  

栄養及び飼育管理に注意し、舎内の温度・湿度を適正に管理して良好な健康状態の維持

を図るとともに適正な換気に留意して呼吸器病等の発生、蔓延を未然に防止するよう努め

ましょう。特に、密飼いを避けるための計画的な飼育を徹底しましょう。また、哺育期に

はカーフハッチでの飼育が推奨されます。  

新生子牛の場合は、乳汁を介して感染する牛白血病等の病原体を含まない初乳を出生後

できるだけ早い時期に適量を飲ませましょう。なお、初乳の摂取状況は、血中の蛋白含量

等を測定することにより判定できます。  

その他、地域の農場、獣医師、家畜保健衛生所、食肉処理場等との連携によると畜検査

成績、感染症発生情報等の衛生関係情報の共有、農場HACCPや地域防疫の推進等によって

疾病清浄化を図ることができれば、生産性の向上に大きく貢献することは明白です。 
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３ 病原体の侵入防止  

飼育場への外来者の立入禁止、車両の乗入れ制限、導入牛の牛体消毒、作業員の分担領

域の区分又は作業手順の制定・遵守、牛舎内外の定期的な消毒を励行し、病原体の侵入防

止はもとより飼育場内の伝播防止を図るとともに、野生鳥獣の侵入防止や衛生害虫の発生

防止に努めましょう。 

 

４ 病牛の早期発見、隔離及び淘汰  

牛の健康状態を毎日観察し、異常を認めたものは直ちに隔離飼育し、獣医師に診断・治

療を依頼しましょう。治癒の見込みのない牛は、できるだけ早く淘汰しましょう。  

なお、家畜伝染病（法定伝染病）、届出伝染病が疑われる場合は、直ちに家畜保健衛生

所に届出を行い、家畜防疫員の指示に従って防疫措置を講ずるようにしましょう。 

 

５ 予防接種の励行  

ワクチンが市販されている感染症については、その地域に適した衛生管理プログラム

に従い、ワクチン接種を計画的に実施するようにしましょう。  

牛群に有効な免疫を与えておくことは、たとえ病原体が飼育場に侵入した場合でも、

感染症の発生を阻止する上で極めて有効な手段となります。  

ただし、ワクチンは衛生的に飼育管理されている健康牛に正しく使用しなければ、十

分な効果を期待することはできません。そのため、使用前には、ワクチンの注意事項等

情報（直接の容器、被包等に記載されたＱＲコード等の二次元コードにより公表される

用法・用量その他使用及び取扱い上の必要な注意等）の使用上の注意を必ず読み、適切

な使用を心がけましょう。 

 

６ 抗菌剤の適正使用  

ウイルス性の呼吸器感染症や消化器感染症に対しては、一般に抗菌剤の使用は必要あ

りません。  

ワクチンが開発されていない細菌性疾病の発生時には、抗菌剤を用いて治療を行うこ

ととなります。抗菌剤は要指示医薬品であるので、獣医師による診断、指示に基づき適

切に投与しましょう。  

不適切な使用は、耐性菌の出現頻度を高めることとなるばかりか抗菌剤自体の使用価

値を下げることにもなります。特に、二次選択薬とされているフルオロキノロン系、第

三世代以降のセファロスポリン系等の抗菌剤の使用については、用法・用量及び使用上

の注意の厳守を含め慎重使用を徹底しましょう。  
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第２ 生ワクチン及び不活化ワクチンの特徴等 

 

 生ワクチン 不活化ワクチン 
本質 ウイルス、細菌を人為的な操作

により弱毒化した生きたままの

株を用いたワクチン 

ウイルス、細菌の感染性を物理・

化学的に処理して不活化したワク

チン※ 
安全性（ワクチン

中抗原の感染性

の観点から） 

動物の感受性・接種時の健康状

態によりワクチン株の増幅によ

る副作用が発現するリスクが考

えられる。 

一般に不活化されているため安全

性は高い（感染性はない）。 

有効性（免疫の特

質、成立及び持続

の観点から） 

液性免疫及び細胞性免疫。 
一般に免疫持続が長く、自然感

染ルートからの投与が認められ

たワクチンでは、早期に局所免

疫の発現が期待できる。 

主に液性免疫。 
免疫の成立は、一般に遅く、免疫

持続が短い（アジュバントを加え

ることにより免疫持続の長期化は

可能）。 
アジュバント 通常不要 必要 
そ の 他 製造用材料（動物、培養細胞、

血清等）に潜在するウイルスが

ワクチンに迷入し、それにより

発病するリスクは生ワクチンの

本質の点から否定できない。 

免疫強化のために用いるアジュバ

ントによって接種反応がでる可能

性がある。 
精製化により副作用の少ないワク

チンができる。 
※：ウイルス構造たん白質のうち感染防御に関与する（糖）たん白質を精製したサブユニッ

ト、その遺伝子をクローニングし発現させたペプチドをワクチン成分とすることもある。 

アジュバント：アジュバントは、ワクチンの免疫原性を増強させる目的で使用される物質

の総称で、ワクチンの抗体産生作用を高めるためにワクチンに添加させた物質を意味する。

一般には、水酸化アルミニウム、鉱物油、植物油、サポニン、トコフェロール酢酸エステル

（ビタミン E）、高分子ポリマー及び ISCOM（immunostimulatory complex）等がアジュ

バントとして用いられている。近年、遺伝子工学によるサブユニットワクチン、合成抗原等

を用い新たなワクチン開発も進められ、アジュバントの応用がこれら抗原に対する免疫応答

（血中抗体産生）を強化（増強）する意味で重要になっているとともに、細胞性免疫を誘導

する機能をもつアジュバントの開発もなされている。 
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第３ 牛用ワクチン 

 

１ ワクチン一覧の解説（利用にあたって） 

 

（１）目的・全体概要 

本一覧は、獣医師等の家畜衛生関係者が畜産農家のワクチン使用に際して利用するた

めに、個々のワクチンごとに製造販売承認申請書（以下「承認申請書」という。）、注意

事項等情報（直接の容器、被包等に記載されたＱＲコード等の二次元コードにより公表さ

れる用法・用量その他使用及び取扱い上の必要な注意等）、その他の情報をもとに一覧表

として整備したものである。掲載しているワクチンは、令和３年 12 月末時点で製造販売

されている牛用のワクチン 25 製剤、30 品目について、ウイルスワクチン、細菌等ワクチ

ン及びウイルス・細菌の混合ワクチンに区分して、それぞれ有効成分数ごとに取りまとめ

た。なお、ワクチン 30 品目と含有するウイルス・細菌の名称との関係を表として取りま

とめた。 

 

（２）法的規制 

掲載しているすべてのワクチンの医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確 

保等に関する法律（以下「法」という。）による取扱い等の規制は、それぞれ法第 83 条第

１項の規定により読み替えた第 44 条第２項、第 49 条第１項及び第 36 条の８第１項に基

づく「劇薬」、「要指示医薬品」及び「指定医薬品」である。 

 

（３）一覧表解説 

  ア 製品名 

承認申請書及び注意事項等情報（以下「承認申請書等」という。）における品名を記

載した。 

 

  イ 製造販売業者名 

   略称で記載したが、正式名称は下表のとおりである。 

略称 正式名称 

MSDAH MSD アニマルヘルス株式会社 

科飼研 株式会社科学飼料研究所 

共立 共立製薬株式会社 

ＫＭＢ ＫＭバイオロジクス株式会社 

ゾエティス ゾエティス・ジャパン株式会社 

日生研 日生研株式会社 

京都微研 株式会社 微生物化学研究所 
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  ウ 有効成分名 

承認申請書等における有効成分としてのウイルス、細菌名とし、その本質が、トキソ

イド等の場合にはその旨を記載した（株名は省略）。 

また、生・不活化の別及びアジュバントを含有する製剤にあっては、（ ）にその旨

を記載した。「生」については、弱毒である。 

 

  エ 用法・用量及び効能・効果 

品目ごとに承認申請書等での記載を原則そのまま記載した。ただし、品目が複数で 

ある製剤であっては、品目ごとに表現は異なるが、その内容が同等と判断した場合には、

記載の統一を図った。また、用法・用量においては、用法が注射の製剤にあっては「注

射」、それ以外の製品にあっては、「投与」と整理し、記載した（接種プログラム及び使

用上の注意（抜粋）においても同じ）。さらに、牛以外の動物も対象となっている炭そ

予防液「ＫＭＢ」及び破傷風トキソイド「日生研」に関しては、牛のみに限定した記載

とした。 

 

オ 接種プログラム 

製造販売業者による注意事項等情報、パンフレット（「牛・馬用ワクチンと診断液の

ご案内」 

（2002 年 社団法人動物用生物学的製剤協会編）を含む。）に掲載されている接種プロ

グラムに関する内容を再検討するとともに疾病の発生時期等を考慮し、用法・用量とと

もに図（以下参照）及び文章の形式として整理した。図中、接種対象日齢等に限定があ

る場合には、その旨の記載を行った。また、文章においては、注意事項等情報をもとに

疾病の発生時期、免疫持続等の有効性に関する情報について記載した。 
            

 上段：接種量  2mＬ  2mＬ   2mＬ    

   
 
 

Ⅰ  Ⅰ   Ⅰ    

 下段：接種時期  3～5 週間隔   半年～1年毎    

            

カ 使用上の注意（抜粋） 

製品の注意事項等情報における使用上の注意のうち、家畜衛生上（微生物の伝播の防

止、免疫賦与、禁忌等）及び公衆衛生上（使用制限期間（と畜場への出荷の制限期間）

（注））の観点からの重要事項、使用制限、副反応に関する事項、使用者への注意等を

抜粋し、記載した。なお、全体に共通する事項については、以下に記載した。 

・注射器具（注射針）は、原則として１頭ごとに取り替えること 

・移行抗体価の高い個体では、ワクチン効果が抑制されることがあるので、幼若な

牛への投与は移行抗体が消失する時期を考慮すること（生ワクチン） 
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・2 回目の注射による免疫を行う場合には、2 回目の注射は、1 回目と異なる部位

に行うこと（注：用法・用量で複数回での注射部位が規定されている場合がある） 

（注）使用制限期間に関する記載（「本剤はと畜場出荷前○○日（週）間は使用しな

いこと。」）のない製剤にあっては、厚生労働省は、と畜場法施行規則の運用に当た

り、生物学的製剤注射後 20 日以内の獣畜のと畜検査申請を受け付けない又は申請

が行われないよう都道府県を指導している。 

 

  キ 参考情報 

使用に際して、有効性の担保にとって有用な製品の特徴、承認申請書等に記載され 

た内容以外の情報（農研機構動物衛生研究部門 HP（おとり牛を用いたアカバネ病等の

抗体調査 https://www.naro.go.jp/laboratory/niah/arbo/index.html））を掲載した。 

 

（４）その他 

接種プログラム等についてさらに詳細が必要な場合には、各製造販売業者にお問い合

わせ願います。 

「使用上の注意」を含む注意事項等情報については、各製品のＱＲコード等の二次元コ

ード又は各製造販売業者 のHP並びに農林水産省動物医薬品検査所HP（動物用医薬品等デ

ータベース https://www.vm.nval.go.jp）から検索願います。 
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２
－

１
　

ウ
イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン

（
１

）
１

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
日

生
研

 
 
 
1
m
L
 
 
　
　
　
　
　
　
 
 
1
m
L

　
　
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
　
　
 
Ⅰ

　
4
～

6
月

の
間

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
毎

年

京
都

微
研

〇
標

準
的

な
用

法

2
京
都

微
研

　
　
　
1
m
L
　
　
　
　
 
1
m
L

　
　
　
 
Ⅰ
　
　
　
　
　
Ⅰ

　
　

　
　

　
 
※

　
　

　
　

　
　

　
毎

年
※

3
“

京
都

微
研

„
京

都
微

研
　
　
 
　
1
m
L
　
 
　
　
1
m
L

　
 
 
 
 
 
Ⅰ
　
　

　
　
Ⅰ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

適
宜

※

4
京
都

微
研

　
 
3
m
L
 
 
3
m
L
 
 
　
　
　
　

　
 
Ⅰ
　
　
Ⅰ
 
 
　
　
　
 
　
Ⅰ

　
 
 
 
 
4
週

間
隔

※
　

 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

毎
年

※

牛
１
頭
当
た
り
３
m
L

ず
つ
４
週
間
隔
で
２

回
筋
肉
内
に
注
射
す

る
｡

牛
流
行
熱
の
予
防

イ
バ
ラ
キ
病
の
予
防

  牛
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防

牛
流

行
熱

ワ
ク

チ
ン

・
Ｋ

－
Ｋ

Ｂ
牛

流
行

熱
ウ

イ
ル
ス

（
不

活
化

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト

）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

１
m
L
を
牛
の
皮
下
に

注
射
す
る
。

イ
バ

ラ
キ

病
ワ

ク
チ

ン
－

Ｋ
Ｂ

イ
バ

ラ
キ

ウ
イ
ル
ス

（
生

）

牛
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル
ス

（
生

）
牛

Ｒ
Ｓ

生
ワ

ク
チ

ン

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

１
m
L
を
牛
の
筋
肉
内

に
注
射
す
る
。

ア
カ

バ
ネ

ウ
イ

ル
ス

（
生

）
ア
カ
バ
ネ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
牛
の
異
常
産

の
予
防

ア
カ

バ
ネ

病
生

ワ
ク

チ
ン

“
日

生
研

”
乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
､
そ
の
１

m
L
を
牛
の
皮
下
に
注

射
す
る
。

ア
カ

バ
ネ

病
生

ワ
ク

チ
ン

「
お

と
り

牛
を

用
い

た
ア

カ
バ

ネ
病

等
の

抗
体

調
査

」
（

農
研

機
構

家
畜

衛
生

研
究

部
門

H
P
参

照
）

・
本
剤
と
ア
カ
バ
ネ
病
生
ワ
ク

チ
ン
を
同
時
に
注
射
す
る
と
、

ウ
イ
ル
ス
間
の
干
渉
作
用
に
よ

り
ア
カ
バ
ネ
病
生
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
２
週

間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
る
こ

と
。

※
：

注
射

の
時

期
は

、
媒

介
昆

虫
の

発
生

が
予

想
さ

れ
る

時
期

の
1
か

月
前

ま
で

と
す

る
こ

と
。

・
本
剤
と
イ
バ
ラ
キ
病
生
ワ
ク

チ
ン
あ
る
い
は
牛
流
行
熱
生
ワ

ク
チ
ン
を
同
時
に
注
射
す
る

と
、
ウ
イ
ル
ス
間
の
干
渉
作
用

に
よ
り
本
剤
の
効
果
が
抑
制
さ

れ
る
の
で
２
週
間
以
上
の
間
隔

を
あ
け
る
こ
と
。

※
：

注
射

の
時

期
は

、
輸

送
及

び
放

牧
等

の
飼

養
環

境
の

変
化

、
市

場
へ

の
出

荷
等

の
時

期
と

す
る

こ
と

。

※
：

注
射

の
時

期
は

、
媒

介
昆

虫
の

発
生

が
予

想
さ

れ
る

時
期

の
１

か
月

前
ま

で
と

す
る

こ
と

。

・
投
与
経
路
（
筋
肉
内
注
射
）

を
厳

守
す
る
こ
と
。

1
 
毎

年
１

回
繁

殖
牛

に
注

射
す

る
こ

と
。

2
 
本

病
流

行
前

に
免

疫
を

付
与

す
る

た
め

に
通

常
、

注
射

は
４

～
６

月
に

か
け

て
行

う
が

、
本

病
の

原
因

ウ
イ

ル
ス

を
媒

介
す

る
吸

血
昆

虫
の

活
動

時
期

は
地

域
に

よ
り

異
な

る
の

で
、

そ
の

１
か

月
前

ま
で

と
す

る
こ

と
。

「
お

と
り

牛
を

用
い

た
ア

カ
バ

ネ
病

等
の

抗
体

調
査

」
（

農
研

機
構

家
畜

衛
生

研
究

部
門

H
P
参

照
）

「
お

と
り

牛
を

用
い

た
ア

カ
バ

ネ
病

等
の

抗
体

調
査

」
（

農
研

機
構

家
畜

衛
生

研
究

部
門

H
P
参

照
）

本
剤

を
牛

の
筋

肉
内

に
１

回
注

射
し

、
経

時
的

に
抗

体
価

を
測

定
し

た
と

こ
ろ

、
注

射
後

抗
体

陽
性

と
な

り
、

1
2
か

月
間

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
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Ⅰ
Ⅰ

 
 
 
 
毎

年

1
m
L

1
m
L

Ⅰ
Ⅰ ※

毎
年

※

1
m
L

1
m
L

Ⅰ
Ⅰ

適
宜

※

1
m
L

1
m
L

Ⅰ
Ⅰ3
m
L

Ⅰ
毎

年
※

3
m
L

4
週

間
隔

※
　

 ２
 
ワ

ク
チ

ン
一

覧
 

２
－

１
 
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
 

 



（
２

）
２

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

5
　
　
　
 
2
m
L
　
　

　
　
2
m
L

　
　
　
 
 
Ⅰ
　
　

　
　
Ⅰ

　
　

　
 
1
か

月
齢

以
上

　
　

　
　

適
宜

※

6
“

京
都

微
研

„
京

都
微

研
　
　
2
m
L
　
　
2
m
L
　
　
　
　
　

　
　
Ⅰ
　
 
　
Ⅰ
　
　
　
　
 
　
Ⅰ

　
　

 
 
 
 
4
週

間
隔

※
 
　

　
　

 
 
　

　
　

 
毎

年
※

鼻
腔

内
投

与
生

ワ
ク

チ
ン

※
：

投
与

の
時

期
は

、
輸

送
及

び
放

牧
等

の
飼

養
環

境
の

変
化

、
市

場
へ

の
出

荷
等

の
時

期
と

す
る

こ
と

。

※
：

注
射

の
時

期
は

、
媒

介
昆

虫
の

発
生

が
予

想
さ

れ
る

時
期

の
１

か
月

前
ま

で
と

す
る

こ
と

。

「
お

と
り

牛
を

用
い

た
ア

カ
バ

ネ
病

等
の

抗
体

調
査

」
（

農
研

機
構

家
畜

衛
生

研
究

部
門

H
P
参

照
）

・
本
剤
の
用
法
は
鼻
腔
内
投
与

に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
投
与
部
位
を
厳
守
し
、
吸

気
時
に
投
与
す
る
こ
と
。

抗
体

陰
性

牛
に

投
与

し
た

場
合

、
免

疫
は

少
な

く
と

も
約

４
～

５
か

月
間

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
・
溶
解
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

す
る
場
合
、
滅
菌
済
み
の
注
射

針
付
き
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル

注
射
器
あ
る
い
は
鼻
腔
内
投
与

が
可
能
な
連
続
注
射
器
を
用
い

る
こ
と
。
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル

注
射
器
を
用
い
る
場
合
は
、
２

m
L
を
吸
引
し
、
注
射
針
を
取
り

外
し
た
後
、
鼻
腔
内
に
投
与
す

る
こ
と
。
鼻
腔
内
投
与
が
可
能

な
連
続
注
射
器
を
用
い
る
場
合

は
、
ワ
ク
チ
ン
液
を
鼻
粘
膜
に

直
接
投
与
す
る
こ
と
。

・
同
居
牛
に
は
、
で
き
る
だ
け

同
時
期
に
ワ
ク
チ
ン
投
与
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。
も
し
、

畜
舎
内
に
ワ
ク
チ
ン
投
与
対
象

牛
以
外
の
牛
が
い
る
場
合
、
そ

れ
ら
の
牛
に
ワ
ク
チ
ン
ウ
イ
ル

ス
が
拡
散
し
な
い
よ
う
注
意
す

る
こ
と
。

・
対
象
動
物
以
外
の
動
物
並
び

に
畜
舎
及
び
周
辺
環
境
等
に
ワ

ク
チ
ン
ウ
イ
ル
ス
が
拡
散
し
な

い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。
 

牛
１
頭
当
た
り
２
m
L

ず
つ
４
週
間
隔
で
２

回
筋
肉
内
に
注
射
す

る
。
 

牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎

及
び
牛
パ
ラ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
呼
吸
器

症
状
に
対
す
る
予
防

 

凍
結
乾
燥
ワ
ク
チ
ン

に
添
付
の
溶
解
用
液

を
加
え
て
溶
解
し
、

１
か
月
齢
以
上
の
健

康
な
牛
１
頭
あ
た

り
、
両
側
鼻
腔
内
に

１
m
L
ず
つ
計
２
m
L
を

１
回
投
与
す
る
。
 

牛
流
行
熱
及
び
イ
バ

ラ
キ
病
の
予
防

テ
ィ

ー
エ

ス
ブ

イ
２

ゾ
エ

テ
ィ

ス
牛

伝
染

性
鼻

気
管
炎

ウ
イ

ル
ス

・
牛

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
３

型
ウ

イ
ル

ス
（

い
ず

れ
も

生
）

牛
流

行
熱

・
イ

バ
ラ

キ
病

混
合

不
活

化
ワ

ク
チ

ン

牛
流

行
熱

ウ
イ

ル
ス

・
イ

バ
ラ

キ
ウ
イ

ル
ス

（
い

ず
れ

も
不

活
化

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト

）
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Ⅰ2
m
L

Ⅰ
適

宜
※

2
m
L

1
か

月
齢

以
上

　

Ⅰ
Ⅰ2
m
L

Ⅰ
毎

年
※

2
m
L

4
週

間
隔

※
　



（
３

）
３

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

7
Ｋ

Ｍ
Ｂ

　
　
　
 
3
m
L
　
3
m
L
 
 
 
 
　
3
m
L

　
　
　
　
Ⅰ
　
Ⅰ
　
　
　
　
Ⅰ

　
　

　
　

　
 
 
4
週

間
隔

　
 
 
 
　

　
　

 
毎

年

〇
標

準
的

な
用

法

日
生

研

「
お

と
り

牛
を

用
い

た
ア

カ
バ

ネ
病

等
の

抗
体

調
査

」
（

農
研

機
構

家
畜

衛
生

研
究

部
門

H
P
参

照
）

１
牛

の
ア

カ
バ

ネ
病

、
チ

ュ
ウ

ザ
ン

病
及

び
ア

イ
ノ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

期
前

に
免

疫
を

賦
与

す
る

た
め

に
、

本
剤

は
通

常
４

月
か

ら
６

月
に

か
け

て
繁

殖
牛

に
注

射
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

こ
れ

ら
の

ウ
イ

ル
ス

を
媒

介
す

る
吸

血
昆

虫
の

発
生

時
期

が
地

域
に

よ
っ

て
異

な
る

の
で

、
昆

虫
の

発
生

時
期

ま
で

に
は

２
度

目
の

ワ
ク

チ
ン

注
射

を
終

る
こ

と
。

2
 
前

年
に

本
剤

の
注

射
を

受
け

た
牛

に
は

、
3
m
L
を

１
回

だ
け

注
射

す
る

こ
と

。

牛
異

常
産

Ａ
Ｃ
Ａ

混
合

不
活

化
ワ
ク

チ
ン

「
Ｋ

Ｍ
Ｂ
」

Ｎ 日
生

研
牛

異
常
産

３
種

混
合

不
活
化

ワ
ク

チ
ン

・
妊
娠
牛
で
は
、
早
産
や
流

産
・
死
産
等
を
発
現
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
注
射
時
の
健
康

状
態
を
十
分
に
観
察
し
て
注
射

す
る
こ
と
。

牛
の
ア
カ
バ
ネ
病
、

牛
の
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病

及
び
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
牛
の
異
常

産
の
予
防

ア
カ

バ
ネ

ウ
イ

ル
ス

・
カ

ス
バ

ウ
イ
ル

ス
・

ア
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）

（
ア

ジ
ュ

バ
ン

ト
）

牛
の
筋
肉
内
に
３
m
L

を
４
週
間
隔
で
２
回

注
射
す
る
。
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Ⅰ
Ⅰ3
m
L

3
m
L

Ⅰ
毎

年

3
m
L

4
週

間
隔

　



一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

8
 
2
m
L

鼻
腔

内
投

与
生

ワ
ク

チ
ン

・
溶
解
し

た
ワ

ク
チ

ン
を

投
与

す
る
場
合

、
滅

菌
済

み
の

注
射

針
付
き
の

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

ブ
ル

注
射
器
あ

る
い

は
鼻

腔
内

投
与

が
可
能
な

連
続

注
射

器
を

用
い

る
こ
と
。

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

ブ
ル

注
射
器
を

用
い

る
場

合
は

、
２

m
L
を
吸
引

し
、

注
射

針
を

取
り

外
し
た
後

、
鼻

腔
内

に
投

与
す

る
こ
と
。

鼻
腔

内
投

与
が

可
能

な
連
続
注

射
器

を
用

い
る

場
合

は
、
ワ
ク

チ
ン

液
を

鼻
粘

膜
に

直
接
投
与
す
る
こ
と
。

・
同
居
牛

に
は

、
で

き
る

だ
け

同
時
期
に

ワ
ク

チ
ン

を
投

与
す

る
こ

と
が

推
奨

さ
れ

る
。

も
し
、
畜
舎

内
に

ワ
ク

チ
ン

投
与

対
象

牛
以

外
の

牛
が

い
る

場
合
、
そ
れ

ら
の

牛
に

は
ワ

ク
チ

ン
ウ
イ
ル

ス
が

拡
散

し
な

い
よ

う
注
意
す
る
こ
と
。

・
対
象
動

物
以

外
に

動
物

並
び

に
畜
舎
及

び
周

辺
環

境
等

に
ワ

ク
チ
ン
ウ

イ
ル

ス
が

拡
散

し
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

テ
ィ

ー
エ

ス
ブ

イ
３

ゾ
エ

テ
ィ

ス
牛

伝
染

性
鼻

気
管
炎

ウ
イ

ル
ス

・
牛

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
３

型
・

牛
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
（

い
ず

れ
も

生
）

凍
結
乾
燥
ワ
ク
チ
ン

に
添
付
の
溶
解
用
液

を
加
え
て
溶
解
し
、

健
康
な
牛
１
頭
当
た

り
、
鼻
腔
内
に
２
m
l

を
１
回
投
与
す
る
。

牛
伝
染
性
鼻
気
管

炎
、
牛
パ
ラ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
及
び
牛
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
呼
吸
器
症
状
に
対

す
る
予
防

・
本
剤
は

妊
娠

牛
に

は
投

与
し

な
い
こ
と
。

・
本
剤
の

用
法

は
鼻

腔
内

投
与

に
限

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら
、
投
与

部
位

を
遵

守
し

、
吸

気
時
に
投
与
す
る
こ
と
。
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（
４

）
４

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

9
京
都

微
研

 
 
 
2
m
L
 
 
 
2
m
L
　
　
　
　
2
m
L

　
　
Ⅰ
　
　
Ⅰ
　
　
　
　
　
Ⅰ

　
　

　
約

1
か

月
間

隔
　

 
 
　

　
　

　
　

毎
年

「
お

と
り

牛
を

用
い

た
ア

カ
バ

ネ
病

等
の

抗
体

調
査

」
（

農
研

機
構

家
畜

衛
生

研
究

部
門

H
P
参

照
）

“
京

都
微

研
„

牛
異

常
産

４
種
混

合
不

活
化

ワ
ク
チ

ン

牛
の
筋
肉
内
に
２
m
L

ず
つ
約
１
か
月
間
隔

で
２
回
注
射
す
る
。
 

ア
カ

バ
ネ

ウ
イ

ル
ス

・
カ

ス
バ

ウ
イ
ル

ス
・

ア
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
・

ピ
ー

ト
ン

ウ
イ

ル
ス

（
い

ず
れ

も
不

活
化

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト

）

牛
の
ア
カ
バ
ネ
病
、

チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア

イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
及
び
ピ
ー
ト
ン
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ

る
異
常
産
の
予
防

本
剤

を
追

加
注

射
と

し
て

使
用

す
る

場
合

は
、

ウ
イ

ル
ス

を
媒

介
す

る
血

液
昆

虫
（

ヌ
カ

カ
）

の
発

生
が

予
想

さ
れ

る
時

期
の

１
か

月
以

上
前

に
少

な
く

と
も

１
回

注
射

す
る

こ
と

。
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（
５

）
５

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
0

ボ
ビ

バ
ッ

ク
Ｂ
５

共
立

 
 
2
m
L
 
 
 
2
m
L
　

 
　
　
2
m
L

　
 
Ⅰ
　
　
Ⅰ
　

　
 
 
　
Ⅰ

ゾ
エ

テ
ィ

ス
　

　
 
3
～

5
週

間
隔

　
 
 
 
　

　
半

年
～

1
年

後

“
京

都
微

研
„

京
都

微
研

1
1

“
京
都

微
研

„
京

都
微

研
　
　
　
　
2
m
L
　
　
　
　
2
m
L

　
　
　
　
Ⅰ
　
　
　
　
　
Ⅰ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

適
宜

※

※
：

注
射

の
時

期
は

、
輸

送
及

び
放

牧
等

の
飼

養
環

境
の

変
化

、
市

場
へ

の
出

荷
等

の
時

期
と

す
る

こ
と

。

牛
伝

染
性

鼻
気

管
炎

ウ
イ

ル
ス

・
牛

ウ
イ

ル
ス

性
下

痢
ウ

イ
ル

ス
１

型
・

牛
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

３
型

ウ
イ

ル
ス

・
牛

Ｒ
Ｓ

ウ
イ

ル
ス

・
牛

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
（

７
型

）
（

い
ず

れ
も

生
）

・
本
剤
は
妊
娠
牛
、
交
配
後
間

が
な
い
牛
又
は
３
週
間
以
内
に

種
付
け
を
予
定
し
て
い
る
牛
に

は
注
射
し
な
い
こ
と
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ

と
。
特
に
、
鼻
腔
内
投
与
は
避

け
る
こ
と
。

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
を
牛
の
筋
肉
内

に
注
射
す
る
。

牛
５

種
混

合
生

ワ
ク

チ
ン

２
m
L
を
３
～
５
週
間

隔
で
２
回
、
筋
肉
内

に
注
射
す
る
。
追
加

免
疫
用
と
し
て
本
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
す
る

場
合
に
は
、
半
年
～

１
年
毎
に
２
m
L
を
筋

肉
内
に
注
射
す
る
。
 

牛
伝
染
性
鼻
気
管

炎
、
牛
ウ
イ
ル
ス
性

下
痢
、
牛
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
牛

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
 

牛
伝

染
性

鼻
気

管
炎

ウ
イ

ル
ス

・
牛

ウ
イ

ル
ス

性
下

痢
ウ

イ
ル

ス
1
型

・
牛

ウ
イ
ル

ス
性

下
痢

ウ
イ

ル
ス

２
型

・
牛

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
３

型
ウ

イ
ル

ス
・

牛
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）

（
ア

ジ
ュ

バ
ン

ト
）

牛
伝
染
性
鼻
気
管

炎
、
牛
ウ
イ
ル
ス
性

下
痢
、
牛
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
牛
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
牛
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
（
７
型
）
感
染

症
の
予
防
 

キ
ャ

ト
ル

ウ
ィ

ン
-

５
Ｋ

ス
ト

ッ
ク

ガ
ー

ド
５
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Ⅰ
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（
６

）
６

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
2

“
京
都

微
研

„
京

都
微

研
 
 
　
　
 
2
m
Ｌ
 
 
　
　
　
2
m
L

　
　
　
　
Ⅰ
　
　
　
　
　
Ⅰ

　
　

　
 
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
適

宜
※

1
3

“
京

都
微

研
„

京
都

微
研

　
　
　
2
m
L
　
　
　
　
　
2
m
L

　
　
　
Ⅰ
　
　
　

　
　
　
Ⅰ

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
半

年
～

1
年

毎

・
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
－
粘
膜

病
に
対
し
て
、
５
か
月
齢
以
下

の
牛
で
は
、
期
待
す
る
効
果
が

望
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

・
注

射
部
位
を
厳
守
す
る
こ

と
。
特
に
、
鼻
腔
内
投
与
は
避

け
る
こ
と
。
 

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
を
牛
の
筋
肉
内

に
注
射
す
る
。

・
本
剤
は
妊
娠
牛
、
３
週
間
以

内
に
種
付
け
を
予
定
し
て
い
る

牛
、
交
配
後
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
牛
に
は
注
射
し
な
い
こ

と
。

カ
ー

フ
ウ

ィ
ン

６

キ
ャ

ト
ル

ウ
ィ

ン
-

６

牛
伝
染
性
鼻
気
管

炎
、
牛
ウ
イ
ル
ス
性

下
痢
、
牛
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
牛
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
牛
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
（
７
型
）
感
染

症
の
予
防

乾
燥
生
ワ
ク
チ
ン
に

液
状
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
を
加
え
て
溶
解

し
、
そ
の
２
m
L
を
牛

の
筋
肉
内
に
注
射
す

る
。
ま
た
、
追
加
免

疫
用
と
し
て
使
用
す

る
場
合
に
は
、
半
年

か
ら
１
年
毎
に
２
m
L

を
筋
肉
内
に
注
射
す

る
。
 

牛
伝
染
性
鼻
気
管

炎
、
牛
ウ
イ
ル
ス
性

下
痢
、
牛
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
牛
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
牛
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
（
７
型
）
感
染

症
の
予
防
 

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ

と
。
特
に
、
鼻
腔
内
投
与
は
避

け
る
こ
と
。
 

牛
伝

染
性

鼻
気

管
炎

生
ウ

イ
ル

ス
・

牛
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

３
型

ウ
イ

ル
ス

・
牛

Ｒ
Ｓ

ウ
イ

ル
ス

・
牛

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

ウ
イ

ル
ス

（
７

型
（

以
上

、
生

）
・

牛
ウ

イ
ル

ス
性

下
痢

ウ
イ

ル
ス

１
型

・
牛

ウ
イ

ル
ス

性
下

痢
ウ

イ
ル

ス
２

型
（

以
上

、
不

活
化

）

※
：

注
射

の
時

期
は

、
輸

送
及

び
放

牧
等

の
飼

養
環

境
の

変
化

、
市

場
へ

の
出

荷
等

の
時

期
と

す
る

こ
と

。

牛
伝

染
性

鼻
気

管
炎

ウ
イ

ル
ス

・
牛

ウ
イ

ル
ス

性
下

痢
ウ

イ
ル

ス
１

型
・

牛
ウ

イ
ル

ス
性

下
痢

ウ
イ

ル
ス

２
型

・
牛

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
３

型
ウ

イ
ル

ス
・

牛
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
・

牛
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
ウ

イ
ル

ス
（

７
型

）
（

い
ず

れ
も

生
）

牛
に

1
回

注
射

し
た

後
、

３
週

目
で

各
ウ

イ
ル

ス
に

対
す

る
抗

体
価

は
有

効
抗

体
価

以
上

と
な

り
、

注
射

後
少

な
く

と
も

９
か

月
間

持
続

す
る

こ
と

が
室

内
試

験
で

確
認

さ
れ

て
い

る
。
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（
１
）
１
成
分
の
製
剤

一
連

番
号

製
品
名

製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1 2
日
生
研

破
傷
風
の
予
防
 

免
疫

は
約

１
年

間
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

牛
の
頚
部
皮
下
に
５

m
L
を
通
常
約
２
週
間

の
間
隔
で
２
回
注
射

す
る
。

破
傷
風
ト
キ
ソ
イ

ド
「
日
生
研
」

・
本
剤
に
含
有
さ
れ
る
炭
疽
菌

は
人
獣
共
通
感
染
症
の
病
原
体

で
あ
る
。
人
に
対
し
て
、
皮
膚

癰
（
よ
う
）
、
気
管
支
肺
炎
、

出
血
性
腸
炎
等
の
症
状
を
示
す

こ
と
が
あ
る
の
で
、
使
用
時
に

は
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

・
ワ
ク
チ
ン
投
与
前
後
1
0
日
間

程
度
の
抗
生
剤
の
使
用
は
ワ
ク

チ
ン
効
果
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
。

・
と
き
に
発
熱
、
注
射
部
位
の

腫
脹
が
認
め
ら
れ
る
が
、
発
熱

は
2
4
時
間
前
後
で
平
熱
に
も
ど

り
、
腫
脹
が
１
週
間
前
後
で
消

失
す
る
。
注
射
局
所
が
著
し
く

腫
れ
、
又
は
高
熱
を
発
し
た
場

合
は
直
ち
に
治
療
す
る
こ
と
。

参
考
：
そ
れ
ぞ
れ
の
製
剤
の
使

用
説
明
書
に
従
っ
て
、
ペ
ニ
シ

リ
ン
製
剤
を
静
脈
内
投
与
す

る
。
ま
た
、
経
過
に
応
じ
て
ペ

ニ
シ
リ
ン
製
剤
を
筋
肉
内
投
与

す
る
。

・
流
産
を
起
こ
し
易
い
素
因
を

も
つ
妊
娠
牛
で
は
、
流
産
を
起

こ
す
場
合
が
あ
る
。

無
莢
膜
炭
疽
菌

（
生
）

炭
そ
予
防
液

「
Ｋ
Ｍ
Ｂ
」

炭
疽
の
予
防

Ｋ
Ｍ
Ｂ

※
：

少
な

く
と

も
１

年
に

１
回

、
発

生
地

域
で

は
６

か
月

ご
と

の
追

加
注

射
が

望
ま

し
い

。

牛
の
頚
側
又
は
背
側

の
皮
下
に
0
.
2
m
L
を
注

射
す
る
。
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（
１
）
１
成
分
の
製
剤

一
連

番
号

製
品
名

製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1 2
日
生
研

破
傷
風
の
予
防
 

免
疫

は
約

１
年

間
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

牛
の
頚
部
皮
下
に
５

m
L
を
通
常
約
２
週
間

の
間
隔
で
２
回
注
射

す
る
。

破
傷
風
ト
キ
ソ
イ

ド
「
日
生
研
」

・
本
剤
に
含
有
さ
れ
る
炭
疽
菌

は
人
獣
共
通
感
染
症
の
病
原
体

で
あ
る
。
人
に
対
し
て
、
皮
膚

癰
（
よ
う
）
、
気
管
支
肺
炎
、

出
血
性
腸
炎
等
の
症
状
を
示
す

こ
と
が
あ
る
の
で
、
使
用
時
に

は
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

・
ワ
ク
チ
ン
投
与
前
後
1
0
日
間

程
度
の
抗
生
剤
の
使
用
は
ワ
ク

チ
ン
効
果
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
。

・
と
き
に
発
熱
、
注
射
部
位
の

腫
脹
が
認
め
ら
れ
る
が
、
発
熱

は
2
4
時
間
前
後
で
平
熱
に
も
ど

り
、
腫
脹
が
１
週
間
前
後
で
消

失
す
る
。
注
射
局
所
が
著
し
く

腫
れ
、
又
は
高
熱
を
発
し
た
場

合
は
直
ち
に
治
療
す
る
こ
と
。

参
考
：
そ
れ
ぞ
れ
の
製
剤
の
使

用
説
明
書
に
従
っ
て
、
ペ
ニ
シ

リ
ン
製
剤
を
静
脈
内
投
与
す

る
。
ま
た
、
経
過
に
応
じ
て
ペ

ニ
シ
リ
ン
製
剤
を
筋
肉
内
投
与

す
る
。

・
流
産
を
起
こ
し
易
い
素
因
を

も
つ
妊
娠
牛
で
は
、
流
産
を
起

こ
す
場
合
が
あ
る
。

無
莢
膜
炭
疽
菌

（
生
）

炭
そ
予
防
液

「
Ｋ
Ｍ
Ｂ
」

炭
疽
の
予
防

Ｋ
Ｍ
Ｂ

※
：

少
な

く
と

も
１

年
に

１
回

、
発

生
地

域
で

は
６

か
月

ご
と

の
追

加
注

射
が

望
ま

し
い

。

牛
の
頚
側
又
は
背
側

の
皮
下
に
0
.
2
m
L
を
注

射
す
る
。

一
連

番
号

製
品
名

製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

3
京
都
微
研

4
ゾ
エ
テ
ィ
ス

牛
の
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ

（
血
清
型
ハ
ー

ジ
ョ
）
の
感
染
予
防

・
本
剤
注
射
後
、
注
射
部
位
皮

下
に
膿
瘍
状
物
を
含
む
硬
結
が

高
率
に
認
め
ら
れ
、
長
時
間
残

る
こ
と
が
あ
る
。

ス
パ
イ
ロ
バ
ッ
ク

・
投
与
経
路
（
臀
部
筋
肉
内
注

射
）
を
厳
守
す
る
こ
と
。

抗
体

陰
性

牛
に

注
射

し
た

場
合

、
免

疫
は

約
１

年
間

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

ヒ
ス
ト
フ
ィ
ル
ス
・

ソ
ム
ニ
（
ヘ
モ
フ
ィ

ル
ス
・
ソ
ム
ナ
ス
）

（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

ヒ
ス
ト
フ
ィ
ル
ス
・

ソ
ム
ニ
（
ヘ
モ
フ
ィ

ル
ス
・
ソ
ム
ナ
ス
）

に
よ
る
牛
の
伝
染
性

血
栓
栓
塞
性
髄
膜
脳

炎
の
予
防

牛
の
臀
部
筋
肉
内

に
、
２
m
L
ず
つ
３
～

４
週
間
隔
で
２
回
注

射
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
２
m
L
を
４

週
齢
以
上
の
健
康
な

牛
に
４
週
間
隔
で
２

回
皮
下
注
射
す
る
｡

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
・
ボ

ル
グ
ピ
ー
タ
セ
ニ
イ

血
清
型
ハ
ー
ジ
ョ

（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

用
法

及
び

用
量

ど
お

り
に

本
剤

を
注

射
す

る
と

、
２

回
目

注
射

後
６

か
月

間
、

有
効

抗
体

価
を

保
持

す
る

こ
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

“
京
都
微
研
„

牛
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
-
Ｃ

－ 15－

Ⅰ
Ⅰ

3
～

4
週

間
隔

2
m
L

2
m
L

2
m
L

Ⅰ2
m
L

Ⅰ
Ⅰ

4
週

齢
以

上
毎

年
4
週

間
隔

2
m
L



（
２
）
２
成
分
の
製
剤

一
連

番
号

製
品
名

製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

5
共
立
製
薬

6
“
京
都
微
研
„

京
都
微
研

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、

大
腸
菌
群
及
び
コ
ア

グ
ラ
ー
ゼ
陰
性
ブ
ド

ウ
球
菌
に
よ
る
臨
床

型
乳
房
炎
の
症
状
の

軽
減
 

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、

大
腸
菌
(
い
ず
れ
も

不
活
化
）
（
ア
ジ
ュ

バ
ン
ト
）

用
法

及
び

用
量

ど
お

り
に

本
剤

を
注

射
す

る
と

、
２

回
目

注
射

１
週

後
か

ら
有

効
抗

体
が

誘
導

さ
れ

、
７

か
月

間
、

各
毒

素
に

対
す

る
防

御
効

果
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
本
剤
の
用
法
及
び
用
量
に
お

い
て
は
、
第
２
回
注
射
は
分
娩

予
定
日
の
1
0
日
前
（
±
４
日
）

と
定
め
て
い
る
。
こ
の
時
期
は

牛
に
よ
っ
て
は
分
娩
間
際
も
し

く
は
分
娩
直
後
に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
注
射
適
否

の
判
断
は
牛
の
健
康
状
態
を
十

分
に
観
察
し
、
特
に
慎
重
に
行

う
こ
と
。

ス
タ
ー
ト
バ
ッ
ク

キ
ャ
ト
ル
ウ
ィ
ン
-

Ｂ
Ｏ
 
２

牛
の
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症

の
予
防

健
康
な
妊
娠
牛
の
分

娩
予
定
日
の
4
5
日
前

（
±
４
日
）
、
1
0
日

前
（
±
４
日
）
及
び

分
娩
予
定
日
の
5
2
日

後
（
±
４
日
）
の
計

３
回
、
１
用
量
（
２

m
L
）
ず
つ
を
牛
の
頚

部
筋
肉
内
に
左
右
交

互
に
注
射
す
る
。

本
剤

を
注

射
し

た
牛

で
は

、
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

に
対

す
る

抗
体

は
３

回
目

注
射

後
1
1
3
日

（
分

娩
予

定
日

後
1
6
5
日

）
及

び
大

腸
菌

に
対

す
る

抗
体

は
３

回
目

注
射

後
5
8
日

（
分

娩
予

定
日

後
1
1
0
日

）
ま

で
最

小
有

効
抗

体
価

以
上

を
維

持
す

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。

１
m
L
を
２
か
月
齢
以

上
の
牛
の
筋
肉
内
に

４
週
間
隔
で
２
回
注

射
す
る
。
 

・
本
剤
は
妊
娠
牛
に
は
注
射
し

な
い
こ
と
。

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ

ム
・
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
Ｃ

型
菌
、
ク
ロ
ス
ト
リ

ジ
ウ
ム
・
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
Ｄ
型
菌
（
い
ず
れ

も
ト
キ
ソ
イ
ド
）

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

－ 16－

Ⅰ
Ⅰ2m
L

Ⅰ
Ⅰ2m
L

2m
L

45
日

前
（±

4日
）

52
日

後
（±

4日
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定
日

10
日

前
（±

4日
）

Ⅰ2
m
L

Ⅰ
4
週

間
隔

2
か

月
齢

以
上

2
m
L



一
連

番
号

製
品
名

製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

7
科
飼
研

ボ
ビ
リ
ス
 
Ｓ

牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
２

価
ワ
ク
チ
ン

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
テ
イ

フ
ィ
ム
リ
ウ
ム
及
び

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
ダ
ブ

リ
ン
に
よ
る
牛
サ
ル

モ
ネ
ラ
症
の
発
症
予

防

１
回
２
m
L
ず
つ
を
３

週
間
隔
で
２
回
牛
の

頚
部
皮
下
に
注
射
す

る
。
以
後
、
約
１
年

ご
と
に
２
m
L
を
１
回

頚
部
皮
下
に
追
加
注

射
す
る
。

M
S
D
A
H

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
テ
ィ

フ
ィ
ム
リ
ウ
ム
、
サ

ル
モ
ネ
ラ
・
ダ
ブ
リ

ン
（
い
ず
れ
も
不
活

化
）
（
ア
ジ
ュ
バ
ン

ト
）

・
サ
ル
モ
ネ
ラ
汚
染
農
場
（
発

症
牛
、
排
菌
牛
又
は
保
菌
牛
が

存
在
す
る
農
場
及
び
過
去
に
発

生
が
あ
っ
た
農
場
）
で
本
剤
を

注
射
し
た
場
合
、
一
部
の
牛
で

一
過
性
の
発
熱
又
は
食
欲
不
振

を
呈
す
る
場
合
が
あ
る
。
な

お
、
泌
乳
期
の
一
部
の
牛
で
は

注
射
後
に
泌
乳
量
の
低
下
を
き

た
す
こ
と
が
あ
る
。
本
反
応
は

１
週
間
前
後
で
消
失
す
る
。

・
過
敏
な
体
質
の
も
の
で
は
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
様
反
応
や

エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
シ
ョ
ッ
ク

（
虚
脱
、
貧
血
、
血
圧
低
下
、

呼
吸
速
迫
、
呼
吸
困
難
、
体
温

低
下
、
流
涎
、
ふ
る
え
、
け
い

れ
ん
、
尿
失
禁
等
）
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
反
応

は
、
本
剤
注
射
後
3
0
分
位
ま
で

に
発
現
す
る
場
合
が
多
く
見
ら

れ
る
。

・
交
配
後
間
も
な
い
牛
及
び
分

娩
間
際
の
牛
に
本
剤
を
注
射
す

る
と
、
流
産
又
は
早
産
を
き
た

す
場
合
が
あ
る
。

１
回
２
m
L
ず
つ
を
２

～
３
週
間
隔
で
２
回

牛
の
皮
下
に
注
射
す

る
。
以
後
、
約
１
年

ご
と
に
２
m
L
を
１
回

皮
下
に
追
加
注
射
す

る
。

－ 17－

Ⅰ2
m
L

Ⅰ
Ⅰ

毎
年

2
～

3
週

間
隔

2
m
L

2
m
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Ⅰ2
m
L

Ⅰ
Ⅰ

毎
年

3
週

間
隔

2
m
L

2
m
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一
連

番
号

製
品
名

製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

8
リ
ス
ポ
バ
ル

ゾ
エ
テ
ィ
ス

・
過
敏
な
体
質
の
牛
、
特
に
２

か
月
齢
以
下
の
牛
で
は
、
ま
れ

に
注
射
後
、
起
立
困
難
、
流
涎

及
び
呼
吸
困
難
等
の
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
症
状
を
示
す
こ
と
が

あ
る
の
で
、
注
射
後
は
注
意
深

く
観
察
す
る
こ
と
。

マ
ン
ヘ
ミ
ア
・
ヘ
モ

リ
チ
カ
Ⅰ
型
の
ロ
イ

コ
ト
キ
ソ
イ
ド
及
び

莢
膜
抗
原
（
ア
ジ
ュ

バ
ン
ト
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
添
付

の
溶
解
用
液
を
加
え

て
溶
解
し
、
１
か
月

齢
以
上
の
健
康
な
牛

の
頚
部
皮
下
に
１
回

２
m
L
注
射
す
る
。

牛
の
マ
ン
ヘ
ミ
ア

（
パ
ス
ツ
レ
ラ
）
・

ヘ
モ
リ
カ
１
型
菌
に

よ
る
肺
炎
の
予
防

・
本
剤
に
は
、
グ
ラ
ム
陰
性
菌

由
来
の
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
が
含

ま
れ
る
た
め
、
注
射
後
3
0
分
か

ら
１
時
間
よ
り
副
反
応
が
発
現

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
畜

主
に
説
明
し
、
注
射
後
の
経
過

観
察
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

免
疫

は
少

な
く

と
も

４
か

月
間

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

－ 18－

Ⅰ
1
か

月
齢

以
上

2
m
L



（
３

）
３

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

9
京
都

微
研

“
京

都
微

研
„

キ
ャ

ト
ル

バ
ク

ト
３

・
本
剤
に
は
グ
ラ
ム
陰
性
菌
由

来
の
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
が
含
ま

れ
る
た
め
、
注
射
後
3
0
分
か
ら

１
時
間
よ
り
副
反
応
が
発
現
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
畜
主

に
説
明
し
、
注
射
後
の
経
過
観

察
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

ヒ
ス

ト
フ

ィ
ル

ス
・

ソ
ム

ニ
、

パ
ス

ツ
レ

ラ
・

ム
ル

ト
シ

ダ
、

マ
ン

ヘ
ミ

ア
・

ヘ
モ

リ
テ

ィ
カ

（
い

ず
れ

も
不

活
化

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト

）

ヒ
ス
ト
フ
ィ
ル
ス
・

ソ
ム
ニ
感
染
症
、
パ

ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル
ト

シ
ダ
の
感
染
に
よ
る

肺
炎
及
び
マ
ン
ヘ
ミ

ア
・
ヘ
モ
リ
テ
ィ
の

感
染
に
よ
る
肺
炎
の

予
防

・
生
後
２
か
月
齢
以
下
の
牛
及

び
過
敏
な
体
質
の
牛
で
は
、
ま

れ
に
注
射
後
短
時
間
で
、
起
立

困
難
、
流
涎
、
呼
吸
困
難
等
の

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
様
症
状
を

示
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
射

後
は
注
意
深
く
観
察
し
、
重
篤

な
副
反
応
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
適
切
な
処
置
を

行
う
こ
と
。

・
本
剤
は
妊
娠
牛
に
は
注
射
し

な
い
こ
と
。

牛
の
筋
肉
内
に
１
回

２
m
L
を
１
か
月
間
隔

で
２
回
注
射
す
る
。

※
注

射
は

肺
炎

が
流

行
す

る
１

か
月

前
ま

で
に

終
え

る
こ

と
。

用
法

及
び

用
量

ど
お

り
に

本
剤

を
注

射
し

、
経

時
的

に
抗

体
価

を
測

定
し

た
と

こ
ろ

、
各

々
に

対
し

、
２

回
目

注
射

後
３

か
月

間
、

有
効

抗
体

価
を

保
持

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

－ 19－
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L
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1
か
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間

隔
※



（
４

）
５

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
0

京
都

微
研

“
京

都
微

研
„

キ
ャ

ト
ル

ウ
ィ

ン
-

Ｃ
l
 
５

・
投
与
経
路
（
臀
部
筋
肉
内
注

射
）
を
厳
守
す
る
こ
と
。

気
腫
疽
、
悪
性
水
腫

及
び
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ

ウ
ム
・
パ
ー
フ
リ
ン

ゲ
ン
ス
Ａ
型
菌
に
よ

る
懐
死
性
腸
炎
の
予

防
第

２
回

注
射

の
１

か
月

後
よ

り
有

効
抗

体
価

以
上

の
抗

体
応

答
が

認
め

ら
れ

、
少

な
く

と
も

６
か

月
間

は
保

持
さ

れ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

気
腫

疽
菌

、
ク

ロ
ス

ト
リ

ジ
ウ

ム
・

セ
プ

チ
カ

ム
、

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

ウ
ム

・
ノ

ビ
イ

、
ク

ロ
ス

ト
リ
ジ

ウ
ム

・
パ

ー
フ

リ
ン

ゲ
ン

ス
、

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

ウ
ム

・
ソ

ル
デ

リ
ー

（
い

ず
れ

も
ト

キ
ソ

イ
ド

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト

）

３
か
月
齢
以
上
の
牛

の
臀
部
筋
肉
内
に
１

回
２
m
L
を
１
か
月
間

隔
で
２
回
注
射
し
、

そ
の
後
６
か
月
間
隔

で
注
射
す
る
。
２
回

目
の
注
射
は
、
１
回

目
の
注
射
と
は
異
な

る
部
位
に
行
う
。
 

－ 20－

Ⅰ2
m
L

Ⅰ2
m
L

半
年

毎

Ⅰ2
m
L

3
か

月
齢

以
上

1
か

月
間

隔



（
５

）
６

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
1

科
飼

研
牛

用
大

腸
菌

ワ
ク

チ
ン

〔
i
m
o
c
o
l
i
b
o
v
〕

・
本
剤
は
、
妊
娠
牛
に
注
射

し
、
子
牛
が
免
疫
母
牛
の
初
乳

を
飲
む
こ
と
で
予
防
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
牛
が
十
分

量
の
初
乳
を
分
泌
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
ま
た
初
乳
を
飲
ん
で

い
な
い
子
牛
が
い
な
い
か
ど
う

か
確
認
す
る
こ
と
。
本
剤
の
最

大
の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、

生
後
２
時
間
以
内
に
子
牛
の
体

重
の
４
％
を
、
2
4
時
間
ま
で
に

合
計
1
0
％
に
達
す
る
よ
う
に
初

乳
を
与
え
る
こ
と
。
母
牛
が
十

分
に
初
乳
を
出
さ
な
い
場
合

は
、
本
剤
を
注
射
し
た
他
の
牛

の
初
乳
で
代
替
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

母
牛
に
分
娩
予
定
日

の
１
か
月
前
に
１

回
、
又
は
分
娩
予
定

日
の
２
か
月
前
及
び

１
か
月
前
の
２
回
、

そ
れ
ぞ
れ
本
製
品
５

m
L
（
１
ド
ー
ズ
）
を

皮
下
に
注
射
す
る
。

た
だ
し
、
次
年
度
か

ら
は
、
分
娩
予
定
日

の
１
か
月
前
に
１

回
、
本
製
品
５
m
L

（
１
ド
ー
ズ
）
を
皮

下
に
注
射
す
る
。

K
9
9
、
F
Y
及
び
3
1
A
を

保
有
す
る
毒
素
原
性

大
腸
菌
に
よ
る
子
牛

下
痢
症
の
予
防
 

・
ま
れ
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
又

は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応

［
シ
ョ
ッ
ク
（
虚
脱
、
貧
血
、

血
圧
低
下
、
呼
吸
速
迫
、
呼
吸

困
難
、
体
温
低
下
、
流
涎
、
ふ

る
え
、
け
い
れ
ん
等
）
］
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

本
剤
注
射
後
し
ば
ら
く
は
観
察

を
続
け
る
こ
と
。
も
し
、

シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
直
ち
に
適
切
な
処
置

を
行
う
こ
と
。

大
腸

菌
６

株
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）

（
ア

ジ
ュ

バ
ン

ト
）
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1
か

月
前

Ⅰ
Ⅰ5
m
L

分
娩

次
年

度

2
か

月
前

1
か

月
前

Ⅰ
Ⅰ5
m
L

Ⅰ5
m
L

分
娩

初
年
度

（
２

回
注

射
）

1
か

月
前

Ⅰ
Ⅰ5
m
L

分
娩

初
年
度

（
１

回
注

射
）



（
１

）
５

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
“

京
都

微
研

„
京

都
微

研
　
　
　
　
 
1
m
L
　
 
　
1
m
L
　

初
年
度
　
　
Ⅰ
　

　
　
Ⅰ
　
　
Ⅰ

　
　
　
　
 
1
m
L
　

　
次
年
度
　
　
Ⅰ
　

　
 
Ⅰ

妊
娠
牛
の
筋
肉
内
に

１
m
L
ず
つ
１
か
月
間

隔
で
２
回
注
射
す

る
。
第
１
回
は
分
娩

予
定
日
前
約
1
.
5
か
月

に
、
第
２
回
は
分
娩

予
定
日
前
約
0
.
5
か
月

に
注
射
を
行
う
。
た

だ
し
、
前
年
に
本
剤

の
注
射
を
受
け
た
牛

は
分
娩
予
定
日
前
約

0
.
5
か
月
に
１
回
注
射

を
行
う
。

・
分
娩
後
確
実
に
初
乳
を
飲
ま

せ
る
と
と
も
に
、
１
日
に
必
要

な
量
を
与
え
る
こ
と
。

牛
下

痢
５

種
混

合
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

牛
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
３

種
（

不
活

化
）

・
牛

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
可

溶
化

抗
原

・
大

腸
菌

K
9
9
線

毛
抗

原
（
ア

ジ
ュ

バ
ン

ト
）

母
牛
を
免
疫
し
、
そ

の
初
乳
に
よ
る
産
子

の
牛
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

病
、
牛
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
病
及
び
牛
の
大

腸
菌
症
の
予
防

－ 22－

 ２
－

３
 
ウ

イ
ル

ス
・

細
菌

の
混

合
ワ

ク
チ

ン
 

 

Ⅰ
Ⅰ1
m
L

Ⅰ
分

娩

1
m
L

約
1.
5か

月
前

約
0.
5か

月
前

Ⅰ
Ⅰ

分
娩

1
m
L

約
0.
5か

月
前



（
１

）
５

成
分
の

製
剤

一
連

番
号

製
品

名
製
造
販
売
業
者
名

（
略
称
）

有
効

成
分

名
用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
“

京
都

微
研

„
京

都
微

研
　
　
　
　
 
1
m
L
　
 
　
1
m
L
　

初
年
度
　
　
Ⅰ
　
　
　
Ⅰ
　
　
Ⅰ

　
　
　
　
 
1
m
L
　
　

次
年
度
　
　
Ⅰ
　
　
 
Ⅰ

妊
娠
牛
の
筋
肉
内
に

１
m
L
ず
つ
１
か
月
間

隔
で
２
回
注
射
す

る
。
第
１
回
は
分
娩

予
定
日
前
約
1
.
5
か
月

に
、
第
２
回
は
分
娩

予
定
日
前
約
0
.
5
か
月

に
注
射
を
行
う
。
た

だ
し
、
前
年
に
本
剤

の
注
射
を
受
け
た
牛

は
分
娩
予
定
日
前
約

0
.
5
か
月
に
１
回
注
射

を
行
う
。

・
分
娩
後
確
実
に
初
乳
を
飲
ま

せ
る
と
と
も
に
、
１
日
に
必
要

な
量
を
与
え
る
こ
と
。

牛
下

痢
５

種
混

合
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

牛
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
３

種
（

不
活

化
）

・
牛

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
可

溶
化

抗
原

・
大

腸
菌

K
9
9
線

毛
抗

原
（
ア

ジ
ュ

バ
ン

ト
）

母
牛
を
免
疫
し
、
そ

の
初
乳
に
よ
る
産
子

の
牛
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

病
、
牛
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
病
及
び
牛
の
大

腸
菌
症
の
予
防

表  ワクチン一覧におけるワクチンと含有するウイルス・細菌の名称一覧

製品名 ページ ウイルス名 細菌名
ア
カ
バ
ネ
ウ
イ
ル
ス

カ
ス
バ
ウ
イ
ル
ス

ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス

ピ
ー
ト
ン
ウ
イ
ル
ス

イ
バ
ラ
キ
ウ
イ
ル
ス

牛
流
行
熱
ウ
イ
ル
ス

牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎
ウ
イ
ル
ス

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
ウ
イ
ル
ス

（
１
型

）

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
ウ
イ
ル
ス

（
２
型

）

牛
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
３
型

牛
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

牛
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
７
型

牛
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

牛
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

炭
疽
菌

破
傷
風
菌

気
腫
疽
菌

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
属
菌

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
・
ボ
ル
グ
ピ
ー
タ
セ
ニ
イ

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
テ
ィ
フ
ィ
ム
リ
ウ
ム

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
ダ
ブ
リ
ン

ヒ
ス
ト
フ
ィ
ル
ス
・
ソ
ム
ニ

マ
ン
ヘ
ミ
ア
・
ヘ
モ
リ
チ
カ

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ

大
腸
菌

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

（２-１ ウイルスワクチン）

アカバネ病生ワクチン“日生研” 7 〇

アカバネ病生ワクチン 7 〇

牛異常産ＡＣＡ混合不活化ワクチン「ＫＭＢ」Ｎ 9 〇 〇 〇

日生研牛異常産３種混合不活化ワクチン 9 〇 〇 〇

“京都微研„牛異常産４種混合不活化ワクチン 11 〇 〇 〇 〇

イバラキ病ワクチン―ＫＢ 7 〇

牛流行熱ワクチン・K―ＫＢ 7 〇

8 〇 〇

“京都微研„牛ＲＳ生ワクチン 7 〇

ティーエスブイ２ 8 〇 〇

ティーエスブイ３ 10 〇 〇 〇

ボビバックＢ５ 12 〇 〇 〇 〇 〇

ストックガード５ 12 〇 〇 〇 〇 〇

“京都微研„キャトルウィン-５Ｋ 12 〇 〇 〇 〇 〇

“京都微研„牛５種混合生ワクチン 12 〇 〇 〇 〇 〇

“京都微研„カーフウィン６ 13 〇 〇 〇 〇 〇 〇

“京都微研„キャトルウィン-６ 13 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（２-２細菌等ワクチン）

炭そ予防液「ＫＭＢ」 14 〇

破傷風トキソイド「日生研」 14 〇

“京都微研„キャトルウィン-Ｃl ５ 20 〇 〇

“京都微研„キャトルウィン-ＢＯ ２ 16 〇

スパイロバック 15 〇

牛サルモネラ２価ワクチン 17 〇 〇

ボビリス Ｓ 17 〇 〇

“京都微研„牛ヘモフィルスワクチン-Ｃ 15 〇

リスポバル 18 〇

“京都微研„キャトルバクト３ 19 〇 〇 〇

牛用大腸菌ワクチン〔imocolibov〕 21 〇

スタートバック 16 〇 〇

（２-３ ウイルス・細菌の混合ワクチン）

“京都微研„牛下痢５種混合不活化ワクチン 22 〇 〇 〇

“京都微研„牛流行熱・イバラキ病混合不活化ワク
チン

－ 23－
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